
　
　
「
①
家
族
形
態
の
多
様
化
」
で
は
、
世
代
分
離
や

晩
婚
化
・
非
婚
化
、
離
婚
率
の
上
昇
、
少
子
化
な
ど
、

家
族
の
多
様
化
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
た
。
で
は
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
は
、
家
族
形
態
の
多
様
化
の
要
因
を
、

個
人
の
意
識
の
変
化
や
社
会
環
境
の
変
化
と
関
連
づ

け
な
が
ら
分
析
す
る
。

世
代
分
離
の
進
展
の
要
因

①
ｌ
局
齢
者
の
自
立
志
向
の
高
ま
り

　
三
世
代
世
帯
の
減
少
は
、
ど
の
よ
う
な
要
因
が
絡

ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
ま

ず
、
「
老
後
は
で
き
る
だ
け
自
立
し
、
子
供
た
ち
に

負
担
を
か
け
た
く
な
い
」
と
い
っ
た
、
高
齢
者
の
自

立
志
向
、
自
助
志
向
の
高
ま
り
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　
総
務
庁
の
「
老
人
の
生
活
意
識
調
査
」
で
は
、
老

後
の
生
活
を
子
供
や
家
族
に
依
存
す
る
「
家
族
依
存

志
向
型
」
は
ど
の
年
齢
層
で
も
少
な
く
、
大
半
は
、

自
助
努
力
に
よ
っ
て
老
後
の
生
活
費
を
準
備
す
る

「
自
助
志
向
型
」
、
公
的
年
金
を
頼
り
に
す
る
「
社
会

保
障
志
向
型
」
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

②
－
高
齢
者
の
経
済
的
自
立

　
高
齢
者
の
自
立
志
向
の
高
ま
り
の
背
景
に
は
、
自

立
の
た
め
の
条
件
が
、
あ
る
程
度
整
っ
た
こ
と
が
あ

表－１　世帯類型別にみた当該所得による世帯の割合

特
集
・
多
様
化
す
る
家
族
と
支
援
施
策
の
方
向
②
家
族
形
態
と
機
能
の
変
化

表－２　高齢者世帯における所得の種類別にみた１世帯あたり平均所得金額及び構成割合の年次推移

世
代
分
離
の
進
展
の
要
因

婚
姻
に
関
す
る
変
化
の
要
因

少
子
化
の
要
因
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族
形
態
の
多
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化
の
要
因
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げ
ら
れ
る
。
健
康
面
で
は
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
伴

い
、
身
体
の
活
動
能
力
が
向
上
し
た
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
経
済
面
で
は
、
公
的
年
金
な
ど
の
社
会
保
障
の

発
達
に
よ
り
、
生
計
の
維
持
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
厚
生
省
の
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
（
一
九
九
二
年
）

に
よ
れ
ば
、
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
高
齢
者
世

帯
は
、
高
齢
者
世
帯
全
体
の
九
二
・
一
％
を
占
め
、

稼
働
所
得
を
得
て
い
る
世
帯
は
全
体
の
三
八
・
八
％

を
占
め
て
い
る
。
何
ら
か
の
財
産
所
得
を
得
て
い
る

世
帯
は
全
体
の
二
二
・
二
％
に
及
ぶ
（
表
－
１
）
。

　
世
帯
所
得
別
構
成
比
を
、
厚
生
省
の
「
国
民
生
活

基
礎
調
査
」
で
み
る
と
、
一
九
九
一
年
に
は
、
公
的

年
金
・
恩
給
が
五
二
・
二
％
、
稼
働
所
得
が
三
四
・

二
％
、
財
産
所
得
が
九
・
六
％
で
あ
る
（
表
－
２
）
。

一
九
八
八
年
度
の
六
十
歳
以
上
の
就
業
率
は
男
性

四
九
・
六
％
、
女
性
一
八
・
八
％
で
あ
り
、
公
的
年

金
と
稼
働
所
得
を
主
な
収
入
源
と
し
て
、
自
立
し
た

生
活
を
送
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
し
、
就
業

率
が
高
い
の
は
、
自
営
業
者
が
多
い
こ
と
に
よ
る
。

◇
横
浜
市
の
動
向

　
神
奈
川
県
に
住
む
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯
の
世

帯
所
得
別
構
成
比
を
み
る
と
、
稼
働
所
得
に
よ
る
も

の
が
全
体
の
二
二
・
七
％
、
自
営
業
な
ど
の
事
業
収

入
に
よ
る
も
の
が
八
・
〇
％
、
公
的
年
金
・
恩
給
に

よ
る
も
の
が
六
六
・
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
公
的
年

金
・
恩
給
を
収
入
源
と
す
る
比
率
が
高
い
の
は
、
雇

用
者
層
が
多
い
特
徴
を
反
映
し
て
い
る
（
図
一
１
）
。

　
ま
た
、
横
浜
市
に
住
む
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯

の
就
業
状
況
を
み
る
と
、
夫
婦
と
も
に
働
い
て
い
な

い
世
帯
が
半
数
を
占
め
る
（
図
－
２
）
。

③
－
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変
化

図一１　高齢者の経済（神奈川県）図一３　ライフサイクルの変化

図一２　高齢夫婦世帯の就業状況（横浜市）
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さ
ら
に
、
高
齢
者
の
自
立
志
向
を
喚
起
し
て
い
る

の
が
、
長
寿
化
に
伴
う
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変
化
で

あ
る
。

　
現
在
で
は
、
男
性
の
約
五
〇
％
、
女
性
の
約
七
〇

％
が
八
十
歳
ま
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
正
期

（
一
九
二
〇
年
）
と
現
在
（
一
九
八
五
年
）
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
の
モ
デ
ル
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
す

る
。

　
子
供
の
養
育
・
扶
養
期
間
を
長
子
誕
生
か
ら
末
子

学
卒
ま
で
と
す
る
と
、
二
七
・
〇
年
か
ら
二
三
・
〇

年
に
短
縮
さ
れ
、
そ
の
終
了
時
期
は
、
大
正
期
が
夫

五
四
・
五
歳
、
妻
五
〇
・
五
歳
、
現
在
は
夫
五
二
・

七
歳
、
妻
五
〇
・
〇
歳
の
と
き
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
は
、
子
供
の
数
の
減
少
に
よ
る
期
間
の

短
縮
と
、
子
供
の
高
学
歴
化
に
よ
る
長
期
化
が
相
殺

さ
れ
、
大
正
期
と
現
在
の
変
動
幅
は
比
較
的
小
さ
い
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
の
平
均
余
命
は
、
大
正
期
が
夫

七
年
、
妻
十
年
に
対
し
、
現
在
は
夫
二
十
三
年
、
妻

三
十
一
年
と
そ
の
格
差
は
大
き
く
な
る
。
夫
の
定
年

後
、
夫
婦
二
人
だ
け
の
時
期
が
延
長
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。

　
例
を
あ
げ
る
と
、
現
在
の
夫
婦
の
平
均
結
婚
期
間

は
、
四
七
・
八
年
に
及
び
、
大
正
期
の
夫
婦
が
三
六

年
だ
っ
た
こ
と
に
比
べ
る
と
大
幅
な
伸
び
が
見
ら
れ

る
。

　
ま
た
、
親
子
を
例
に
と
る
と
、
現
在
は
平
均
し
て

長
子
が
四
六
・
三
歳
の
と
き
に
父
親
の
死
を
迎
え
る

の
に
対
し
、
大
正
期
で
は
、
長
子
が
三
四
歳
の
と
き

に
父
親
の
死
を
迎
え
る
計
算
と
な
る
。

　
つ
ま
り
、
親
が
健
在
で
あ
る
期
間
が
飛
躍
的
に
延

び
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
し
ば
ら
く
は
若
夫
婦

が
親
と
同
居
せ
ず
に
暮
ら
し
、
親
が
健
康
に
支
障
を

き
た
し
た
と
き
や
、
親
の
一
方
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
同
居
を
始
め
る
と
い
っ
た
住
ま
い
方
が
、
有
力
な

選
択
肢
の
一
つ
と
な
っ
て
き
て
い
る
（
図
－
３
）
。

④
－
都
市
化
が
与
え
る
世
代
分
離
へ
の
影
響

　
一
九
二
〇
年
の
第
一
回
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
一

世
帯
当
た
り
の
平
均
人
員
数
は
、
工
業
や
商
業
に
従

事
す
る
都
市
居
住
者
で
は
、
農
業
従
事
者
に
比
べ
て

著
し
く
少
な
く
、
三
世
代
世
帯
の
比
率
は
す
で
に
三

〇
％
を
割
っ
て
い
た
。
都
市
部
で
は
、
早
く
か
ら
核

家
族
化
か
進
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
伝
統
的
な
大
家
族
は
、
親
と
既
婚
の
子
供
の
、
少

な
く
と
も
二
つ
の
家
族
が
、
居
住
地
と
職
業
を
同
じ

く
し
、
職
業
の
世
襲
、
家
督
相
続
を
す
る
こ
と
に
特

徴
が
あ
り
、
老
親
な
ど
家
族
員
の
生
活
保
障
は
、
家

族
内
で
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
家
族
形
態
は
、
農
業

な
ど
の
第
一
次
産
業
や
、
自
営
業
に
最
も
適
し
た
も

の
と
い
え
る
。

　
逆
に
「
夫
は
仕
事
、
妻
は
家
事
」
と
い
う
分
業
制

を
と
る
核
家
族
は
、
居
住
地
や
職
業
の
自
由
な
移
動

が
可
能
で
あ
り
、
産
業
化
、
都
市
化
の
進
む
社
会
に

適
し
て
い
る
。
見
方
を
か
え
れ
ば
、
社
会
の
産
業
化
、

都
市
化
に
適
応
す
る
た
め
に
は
、
望
む
と
望
ま
ざ
る

と
を
問
わ
ず
、
核
家
族
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
（
一
九
九
二
年
）
に
よ

れ
ば
、
横
浜
市
の
場
合
、
第
一
次
産
業
従
事
者
は
、

全
体
の
わ
ず
か
一
・
〇
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
自

営
業
主
の
比
率
も
有
業
者
全
体
の
七
・
四
％
、
家
族

従
業
者
が
二
・
七
％
と
い
ず
れ
も
全
国
に
比
べ
少
な

い
。
雇
用
者
の
割
合
が
高
く
、
し
か
も
事
業
規
模
が

比
較
的
大
き
な
企
業
に
勤
め
る
雇
用
者
の
比
率
が
高

い
。
横
浜
市
は
、
ま
さ
に
核
家
族
が
適
合
し
や
す
い

就
業
人
口
構
造
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

特
集
・
多
様
化
す
る
家
族
と
支
援
施
策
の
方
向
②
家
族
形
態
と
機
能
の
変
化

との理想のつきあい方図一４　老後における子供や孫
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⑤
－
隣
居
、
近
居
志
向
が
高
ま
る
要
因

　
近
年
、
同
居
に
代
わ
っ
て
隣
居
、
近
居
志
向
が
徐
々

に
増
え
て
き
て
い
る
。
子
供
に
負
担
を
か
け
ず
自
立

し
た
生
活
を
送
り
た
い
、
と
い
う
目
立
志
向
が
強
ま
っ

て
い
る
一
方
で
、
多
く
の
者
が
、
別
居
は
し
て
も
子

供
夫
婦
や
孫
と
の
接
点
は
保
っ
て
お
き
た
い
と
希
望

し
て
い
る
。

　
こ
の
意
識
は
子
供
の
側
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。

自
立
を
維
持
し
つ
つ
、
適
宜
生
活
面
で
協
力
し
、
交

流
を
求
め
る
と
い
っ
た
親
子
関
係
が
好
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
、
近
年
の
隣
居
、
近
居
の
増
加
に
表
れ
て
い

る
と
い
え
る
。

　
　
「
横
浜
市
民
意
識
調
査
」
で
は
、
老
後
に
お
け
る

子
供
や
孫
と
の
つ
き
あ
い
方
に
関
し
て
、
「
子
供
や

孫
と
は
、
と
き
ど
き
会
っ
て
食
事
や
会
話
を
す
る
の

が
よ
い
」
が
五
八
・
六
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
、

「
子
供
や
孫
と
は
、
い
つ
も
一
緒
に
生
活
で
き
る
の

が
よ
い
」
が
三
二
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
前
者
が
、
隣
居
・
近
居
志
向
、
後
者
が
同
居
志
向

に
対
応
す
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
－
４
）
。

婚
姻
に
関
す
る
変
化
の
要
因

①
－
女
性
の
経
済
的
自
立

　
婚
姻
に
関
す
る
変
化
の
背
景
に
は
、
女
性
の
経
済

的
自
立
が
あ
る
。
高
学
歴
化
等
に
よ
り
、
女
性
の
就

業
機
会
が
拡
大
し
、
所
得
の
上
昇
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
一
方
で
未
婚
女
性
は
、
就
業
断
念

の
機
会
費
用
が
大
き
い
た
め
、
そ
の
リ
ス
ク
が
高
い

結
婚
に
対
し
て
慎
重
に
な
り
晩
婚
化
が
進
み
、
ま
た

一
方
既
婚
女
性
で
は
、
経
済
力
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、

離
婚
後
の
生
活
不
安
は
薄
れ
、
愛
情
の
冷
め
た
結
婚

生
活
に
見
切
り
を
つ
け
や
す
く
な
る
。

②
－
高
学
歴
化
と
就
業
女
性
の
結
婚
観

　
現
在
、
結
婚
、
出
産
期
に
あ
る
女
性
は
一
九
六
〇

年
前
後
に
生
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
世
代
の
女
性
の
短

大
を
含
む
高
等
教
育
へ
の
進
学
率
は
、
そ
れ
以
前
の

世
代
に
比
べ
高
く
な
っ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
に
は
、

二
十
五
圭
一
十
九
歳
の
女
性
で
四
二
・
二
％
、
三
十

～
二
十
四
歳
で
三
九
・
二
％
に
な
っ
て
い
る
。
高
学

歴
化
の
傾
向
は
横
浜
市
で
は
さ
ら
に
強
く
、
二
十
五

圭
一
十
九
歳
で
五
四
・
三
％
、
三
十
上
二
十
四
歳
で

五
二
・
七
％
で
あ
る
（
図
－
５
）
。

高等教育を受けた人の割合（横浜市、全国）図一５

　
こ
の
世
代
の
女
性
は
男
性
と
同
じ
教
育
を
受
け
、

学
校
教
育
期
に
男
性
と
対
等
に
評
価
さ
れ
る
機
会
を

与
え
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
一
九
八
五
年
に
は
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
、
就
職
時
に
お
い
て

も
男
性
と
対
等
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
男
女
の
賃
金

格
差
も
著
し
く
縮
小
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
い
わ
ゆ
る
「
均
等
法
世
代
の
第
一
期
生
」
で
あ
る

彼
女
た
ち
に
と
っ
て
、
結
婚
は
必
ず
し
も
、
絶
対
的

な
選
択
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
家
事
や
育
児
の
た
め
の
負
担
、
仕
事
に
対
す
る
影

響
な
ど
、
結
婚
は
仕
事
を
続
け
る
女
性
に
と
っ
て
ハ
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ン
デ
ィ
と
な
り
が
ち
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
男
女
平
等

の
教
育
を
受
け
て
き
た
は
ず
の
男
性
が
、
ほ
と
ん
ど

家
事
分
担
を
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
結
婚
相
手
に
も
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
こ
の
こ
と
が
女
性
の
、
と
り
わ
け
高
学
歴

の
女
性
の
晩
婚
化
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

　
　
「
横
浜
市
民
意
識
調
査
」
で
は
、
「
若
い
人
の
結

婚
が
遅
く
な
っ
た
り
、
結
婚
し
な
い
人
が
増
え
つ
つ

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
な
た
は
、
ど
ん
な

こ
と
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
い

う
質
問
に
対
し
て
、
「
家
事
や
育
児
な
ど
の
負
担
が

多
く
な
る
か
ら
」
が
五
〇
・
九
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
仕
事
が
し
に
く
く
な
る
か
ら
」
が
三
二
・
五

％
で
あ
る
。

　
詳
し
く
み
る
と
、
「
家
事
や
育
児
な
ど
の
負
担
が

多
く
な
る
か
ら
」
は
、
男
女
と
も
最
も
多
く
な
っ
て

い
る
が
、
‐
男
性
の
四
四
・
八
％
に
比
べ
、
女
性
は
五

六
・
二
％
と
、
女
性
の
ほ
う
が
そ
の
傾
向
が
強
い
。

二
番
目
に
多
い
項
目
は
、
女
性
で
は
「
仕
事
が
し
に

く
く
な
る
か
ら
」
が
三
九
・
二
％
、
男
性
で
は
「
自

由
に
使
え
る
お
金
が
減
る
か
ら
」
三
二
・
六
％
と
な
っ

て
い
る
（
図
－
６
）
。

　
以
上
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
家
事
や
育
児
に
対
す

る
負
担
感
が
、
晩
婚
化
の
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

③
－
結
婚
規
範
の
相
対
化

　
日
本
で
は
婚
姻
率
が
高
く
、
近
代
以
降
は
一
生
に

一
度
は
結
婚
す
る
皆
婚
社
会
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
結
婚
に
対
す
る
社
会
規
範
が
相
対
化
さ

れ
、
社
会
が
独
身
で
い
る
こ
と
を
許
容
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
、
高
い
学
歴
を
持
つ
層
で

は
、
情
報
処
理
能
力
に
優
れ
、
幅
広
い
情
報
に
ふ
れ

る
機
会
が
多
い
分
、
相
対
的
に
も
の
ご
と
を
見
る
た

め
、
規
範
か
ら
の
脱
却
に
対
し
て
も
許
容
的
な
反
応

を
示
す
と
い
う
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。

　
高
学
歴
を
身
に
つ
け
、
職
業
生
活
の
中
で
自
分
の

能
力
を
開
花
さ
せ
た
い
と
す
る
個
人
に
と
っ
て
、
結

婚
は
も
は
や
選
択
肢
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
る
。

特
集
・
多
様
化
す
る
家
族
と
支
援
施
策
の
方
向
②
家
族
形
態
と
機
能
の
変
化

④
－
「
三
高
」
の
深
層
心
理
と
晩
婚
化

　
逆
に
、
日
本
人
女
性
の
深
層
に
あ
る
強
い
結
婚
規

範
が
晩
婚
化
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ

る
。

　
従
来
、
女
性
の
社
会
的
地
位
は
、
そ
の
女
性
が
属

し
て
い
る
家
族
の
世
帯
主
、
つ
ま
り
既
婚
者
の
場
合
、

夫
の
地
位
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
多
く
の
場
合
、
評
価
は
経
済
活
動
で
代
表
さ
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せ
ら
れ
る
た
め
、
女
性
の
地
位
は
夫
の
経
済
活
動

（
収
入
）
で
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
結
果
、
い
わ
ゆ
る
「
三
高
」
と
い
う
自
分
の

社
会
的
地
位
を
引
き
上
げ
て
く
れ
る
男
性
が
、
結
婚

相
手
と
し
て
望
ま
れ
る
。
あ
わ
せ
て
、
家
事
と
仕
事

と
い
う
二
重
の
負
担
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
る

た
め
、
家
事
の
み
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
、
よ
り
高

収
入
の
人
と
結
婚
し
た
い
と
い
う
現
実
的
判
断
も
働

く
。
こ
の
こ
と
が
結
婚
規
範
と
し
て
作
用
し
、
女
性

の
結
婚
に
対
す
る
心
理
的
リ
ス
ク
を
高
め
て
い
く
。

　
つ
ま
り
、
「
も
っ
と
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
結
婚
相

手
が
現
れ
る
の
で
は
」
と
考
え
、
現
在
交
際
中
の
男

性
と
の
結
婚
に
な
か
な
か
踏
み
切
れ
な
い
と
い
う
ケ
ー

ス
に
な
り
や
す
い
。

⑤
－
学
歴
に
よ
る
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

　
厚
生
省
の
「
第
九
次
出
産
力
調
査
」
（
一
九
八
七

年
）
に
よ
れ
ば
、
仮
に
、
配
偶
者
の
選
択
が
学
歴
に

無
関
係
に
、
ラ
ン
ダ
ム
に
行
わ
れ
た
場
合
の
組
み
合

わ
せ
（
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
）
の
頻
度
を
一
と
す
る
と
、

共
に
四
年
制
大
学
（
以
上
）
を
卒
業
し
た
男
女
の
組

み
合
わ
せ
は
三
・
四
九
、
妻
が
短
大
を
卒
業
し
、
夫

が
四
年
制
大
学
を
卒
業
し
て
い
る
組
み
合
わ
せ
は
二
・

三
九
と
高
く
な
る
。

　
逆
に
、
夫
が
高
校
を
卒
業
し
、
妻
が
四
年
制
大
学

（
以
上
）
を
卒
業
し
た
組
み
合
わ
せ
は
極
端
に
少
な

く
、
〇
・
二
二
に
と
ど
ま
る
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
女
性
が
自
分
よ
り
高
い
学
歴
の

男
性
を
望
み
、
男
性
は
自
分
よ
り
学
歴
の
高
い
女
性

を
望
ま
な
い
と
い
う
意
識
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
女
性
の
高
学
歴
化
か
進
む
中
、
学

歴
の
違
い
に
よ
り
男
女
の
カ
ッ
プ
ル
の
形
成
に
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
る
こ
と
も
、
晩
婚
化
の
一
因
と
な

⑥
－
独
身
者
が
暮
ら
し
や
す
い
都
市
部

　
都
市
部
を
中
心
に
中
年
期
の
未
婚
率
が
上
昇
し
て

き
て
い
る
。
都
市
部
は
、
独
身
者
に
と
っ
て
好
都
合

の
環
境
と
い
え
る
。

　
ワ
ン
ル
ー
ム
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
住
居
設
備
や
、

コ
ン
ビ
ニ
ェ
ン
ス
・
ス
ト
ア
な
ど
の
日
常
生
活
の
外

部
サ
ー
ビ
ス
機
関
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
、
近
隣
・

地
域
と
の
関
係
が
希
薄
で
匿
名
性
の
高
い
こ
と
、
選

択
的
な
交
友
関
係
が
可
能
で
、
個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
実
現
し
や
す
い
こ
と
な
ど
、
独
身
生
活
を
快

適
に
す
る
条
件
が
整
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
都
市
生
活
者
を
中
心
に
、
「
非
婚
」
も

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
主
体
的
な
選
択
の
一
つ
に
な
り

得
る
で
あ
ろ
う
。

⑦
－
結
婚
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
化

　
　
「
結
婚
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
化
」
も
晩
婚
化
・
非
婚

化
の
一
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
と
は
、
社
会
的
な
自
己
の
あ
り
方

を
模
索
す
る
た
め
に
、
社
会
的
義
務
や
責
任
の
遂
行

を
猶
予
さ
れ
て
い
る
状
態
を
い
う
。
こ
の
猶
予
期
間

に
あ
る
青
年
た
ち
は
、
知
的
・
肉
体
的
に
は
一
人
前

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
で
の
役
割
を
担
わ

な
い
で
い
る
こ
と
が
容
認
さ
れ
る
。

　
現
代
で
は
青
年
層
に
限
ら
ず
、
各
世
代
に
お
い
て
、

自
分
の
多
様
な
可
能
性
を
常
に
自
由
に
発
揮
で
き
る

柔
軟
性
を
保
つ
た
め
に
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
状
態
に
踏

み
と
ど
ま
る
人
が
増
え
て
い
る
。

　
結
婚
を
し
て
家
族
を
持
つ
こ
と
を
延
期
す
る
、
あ

る
い
は
永
遠
に
放
棄
す
る
晩
婚
や
非
婚
は
、
こ
う
し

た
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
心
理
構
造
で
一
部
説
明
す
る
こ

図一７　これからは、結婚しないこともあたりまえになる
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と
が
で
き
る
。

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
非
婚
を
個
人
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
積
極
的
に
と
ら
え

る
の
で
は
な
く
、
夫
婦
関
係
と
い
う
拘
束
を
受
け
た

く
な
い
か
ら
、
単
身
で
い
る
ほ
う
が
気
楽
だ
か
ら
、

予
想
さ
れ
る
夫
婦
生
活
が
煩
わ
し
く
思
わ
れ
る
か
ら
、

な
ど
の
理
由
で
結
婚
に
二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
う
。

　
　
「
横
浜
市
民
意
識
調
査
」
で
は
、
「
こ
れ
か
ら
は
、

結
婚
し
な
い
こ
と
も
あ
た
り
ま
え
に
な
る
」
に
対
し

て
、
「
そ
う
思
う
」
が
全
体
の
四
〇
・
三
％
、
「
そ
う

思
わ
な
い
」
が
三
四
・
五
％
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
、

結
婚
し
な
い
こ
と
も
あ
た
り
ま
え
に
な
る
と
考
え
る

人
の
ほ
う
が
多
い
（
図
－
７
）
。

　
独
身
の
男
性
で
は
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
・
わ

か
ら
な
い
」
が
三
一
・
六
％
と
他
に
比
べ
て
多
い
。

こ
れ
は
、
結
婚
適
齢
期
を
迎
え
て
は
い
る
か
、
結
婚

を
す
る
の
が
あ
た
り
ま
え
だ
と
も
思
わ
ず
、
結
婚
し

な
い
こ
と
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
わ
け
で
も
な
い

と
い
う
意
味
で
、
「
結
婚
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
化
」
が

現
れ
て
い
る
と
も
読
み
取
れ
る
。

⑧
ｌ
試
行
錯
誤
を
容
認
し
な
い
日
本
社
会

　
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
に
は
、
今
の
社
会
で
は
、
な
に
ご

と
も
一
度
決
め
た
ら
変
え
ら
れ
な
い
と
い
う
意
識
が

背
景
に
あ
る
。

　
現
在
の
社
会
に
、
夫
婦
生
活
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
を
体
験
し
た
う
え
で
、
結
婚
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
が
あ
れ
ば
、
「
結
婚
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
化
」
の

傾
向
を
和
ら
げ
る
効
果
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
に

　
確
か
に
日
本
社
会
は
試
行
錯
誤
に
対
す
る
許
容
度

が
低
い
。
進
学
や
就
職
に
は
年
齢
制
限
が
あ
り
、
一

度
選
択
し
て
し
ま
う
と
な
か
な
か
や
り
な
お
し
が
き

か
な
い
。

図一８　愛情がなくなったら夫婦は別れたほうがよい
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結
婚
に
お
い
て
も
、
日
本
で
は
米
国
の
よ
う
な
ト

ラ
イ
ア
ル
・
マ
リ
ッ
ジ
（
結
婚
す
る
前
に
相
手
を
見

き
わ
め
る
た
め
の
同
棲
）
が
一
般
化
し
て
い
な
い
。

こ
れ
に
は
、
伝
統
的
な
性
規
範
の
影
響
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
今
後
は
こ
う
し
た
試
行
錯
誤
に
対
す
る

許
容
度
が
高
ま
っ
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑨
‐
空
洞
化
・
表
層
化
し
た
央
婦
関
係

　
若
年
層
の
離
婚
に
関
し
て
は
、
現
在
の
若
者
が
、

夫
婦
関
係
の
空
洞
化
・
表
層
化
を
生
み
や
す
い
心
理

構
造
を
持
っ
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
る
。

　
友
人
関
係
の
よ
う
に
つ
き
あ
い
方
を
選
べ
る
関
係

と
は
違
い
、
夫
婦
関
係
で
は
、
何
か
衝
突
が
生
じ
た

場
合
、
一
時
的
な
我
慢
や
譲
り
合
い
で
は
す
ま
さ
れ

な
い
。
ま
た
、
小
家
族
化
が
進
み
、
家
庭
内
に
道
徳

的
な
配
慮
を
促
し
た
り
、
相
互
の
甘
え
が
肥
大
化
す

る
の
を
抑
え
る
「
他
人
の
目
」
が
存
在
し
な
い
。

　
さ
ら
に
、
一
対
一
の
人
間
関
係
を
長
く
深
く
忍
耐

強
く
保
つ
能
力
が
低
下
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

夫
婦
間
に
何
ら
か
の
危
機
が
訪
れ
た
場
合
や
、
対
処

す
べ
き
課
題
が
生
じ
た
場
合
、
互
い
の
考
え
や
感
情

を
ぶ
つ
け
、
葛
藤
の
中
か
ら
解
決
策
を
引
き
出
す
よ

う
な
努
力
を
し
よ
う
と
は
せ
ず
、
ひ
き
こ
も
っ
て
し

ま
う
。

　
互
い
の
短
所
に
は
目
を
向
け
ず
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
の
表
層
的
な
役
割
の
遂
行
に
終
始
す
る
夫
婦
関

係
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
愛
情
が
冷

め
れ
ば
あ
っ
さ
り
と
関
係
を
解
消
し
て
し
ま
う
。

　
　
「
横
浜
市
民
意
識
調
査
」
で
は
、
「
愛
情
が
な
く

な
っ
た
ら
夫
婦
は
別
れ
た
ほ
う
が
よ
い
」
に
対
し
て
、

「
そ
う
思
う
」
が
三
六
・
三
％
、
「
そ
う
思
わ
な
い
」

が
三
一
・
〇
％
で
あ
り
、
愛
情
が
な
く
な
っ
た
ら
夫

婦
は
別
れ
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
人
の
ほ
う

が
や
や
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
詳
し
い
内
訳
を
み
る
と
、
単
身
者
で
「
そ
う
思
う
」
　

が
四
二
・
八
％
と
全
体
に
比
べ
て
多
く
な
っ
て
い
る
。

結
婚
し
て
夫
婦
と
な
る
に
は
、
愛
情
が
か
な
り
重
視

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
し
か
し
、
全
体
的
に
み
て
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
・
ね
か
ら
な
い
」
が
三
割
程
度
と
比
較
的
多
く
、

愛
情
の
喪
失
だ
け
が
離
婚
の
決
定
要
因
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
て
い
る
（
図
－
８
）
。

⑩
－
契
約
的
夫
婦
関
係
へ
の
転
換

　
離
婚
率
の
上
昇
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ま
だ
、

先
進
国
の
中
で
は
日
本
の
離
婚
率
は
低
水
準
で
あ
る
。

そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
日
本
が
縁
を
大
事
に
す
る

文
化
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
従
来
、
日
本
人

の
結
婚
観
は
、
夫
婦
は
偶
然
と
か
運
命
と
か
い
う
自

分
の
意
志
を
超
え
た
も
の
に
よ
っ
て
結
び
つ
き
、
一

度
結
ば
れ
る
と
た
と
え
不
和
が
起
き
て
も
、
相
手
を

憎
む
よ
り
む
し
ろ
そ
の
縁
を
う
ら
む
形
を
と
る
と
い

　
こ
れ
に
対
し
て
、
欧
米
で
は
夫
婦
が
家
族
の
中
心

に
あ
っ
て
、
そ
の
夫
婦
は
男
女
の
愛
情
で
結
ば
れ
て

い
る
と
い
う
意
識
が
支
配
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
愛

情
が
冷
め
れ
ば
と
た
ん
に
関
係
を
解
消
し
て
し
ま
う

「
契
約
的
」
な
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
が
現
在
で
は
日
本
で
も
、
夫
婦
関
係
が
危

機
的
な
状
況
に
瀕
し
た
場
合
に
、
夫
婦
の
縁
な
ど
に

と
ら
わ
れ
ず
、
あ
っ
さ
り
関
係
を
解
消
し
て
し
ま
う

若
者
た
ち
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　
縁
の
考
え
方
が
継
承
さ
れ
な
い
世
代
で
は
、
そ
の

と
き
ど
き
の
役
割
を
ど
う
遂
行
す
る
か
に
よ
っ
て
、

お
互
い
を
評
価
し
合
う
契
約
的
な
関
係
へ
の
移
行
が

進
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
こ
に
、
経
済
的
に
自
立
で
き
る
女
性
が
増
え
た

こ
と
や
、
結
婚
そ
の
も
の
が
選
択
肢
の
一
つ
に
す
ぎ

な
く
な
っ
た
と
い
う
意
識
の
変
化
が
促
進
要
因
と
し

て
加
わ
り
、
離
婚
率
の
上
昇
を
招
い
て
い
る
と
い
え

る
。

少
子
化
の
要
因

①
－
六
〇
年
生
ま
れ
の
女
性
の
出
産
動
向

　
少
子
化
の
進
展
は
、
晩
婚
化
（
場
合
に
よ
っ
て
は

非
婚
化
）
に
よ
っ
て
出
産
可
能
期
に
あ
る
既
婚
女
性

の
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
「
出
生
動
向
基
本
調
査
」
に
よ
る
と
、
一
九
五
〇

年
生
ま
れ
の
女
性
が
、
二
十
九
歳
ま
で
に
産
ん
だ
子

供
の
数
は
平
均
一
・
五
三
人
で
あ
り
、
三
十
歳
以
降

で
は
平
均
〇
・
四
九
人
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
六
〇
年
生
ま
れ
の
女
性
が

二
十
九
歳
ま
で
に
産
ん
だ
子
供
の
数
の
平
均
は
一
・

二
〇
人
で
あ
る
。

　
今
後
、
さ
ら
に
子
供
を
産
む
可
能
性
は
あ
り
、
現

時
点
で
生
涯
に
お
い
て
出
産
す
る
子
供
の
数
（
完
結

出
生
児
数
）
を
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
し
か
し
、
一
九
五
〇
年
生
ま
れ
の
女
性
の
平
均
出

生
児
数
に
追
い
つ
く
た
め
に
は
、
三
十
歳
以
降
に
〇
・

八
二
人
の
子
供
を
産
ま
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
数
字
は
、
一
九
五
〇
年
生
ま
れ
の
女
性
が
三
十

歳
以
降
に
産
ん
だ
子
供
の
数
の
Ｉ
・
六
七
倍
に
も
及

ぶ
。

②
－
晩
産
化
と
相
関
が
見
ら
れ
る
属
性

　
晩
婚
化
は
直
接
、
晩
産
化
へ
と
つ
な
が
っ
て
く
る
。

　
晩
産
化
と
強
い
相
関
が
見
ら
れ
る
社
会
的
属
性
を

探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
子
化
の
要
因
を
考
え
る
一
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助
と
す
る
。

　
　
「
第
十
回
出
生
動
向
基
本
調
査
」
に
よ
る
ど
、
結

婚
期
間
が
十
五
年
未
満
の
夫
婦
で
は
、
子
供
を
持
た

な
い
期
間
が
伸
び
つ
つ
あ
り
、
特
に
こ
の
傾
向
は
、

都
市
部
で
強
い
。
ま
た
、
学
歴
が
高
く
な
る
に
つ
れ

て
、
結
婚
し
て
か
ら
第
一
子
を
出
産
す
る
ま
で
の
期

間
が
長
く
な
っ
て
い
る
。

③
ｌ
出
産
児
数
と
妻
の
就
業
と
の
関
係

　
同
調
査
で
、
既
婚
女
性
の
就
業
と
平
均
出
生
児
数

と
の
関
係
を
み
る
と
、
結
婚
期
間
四
年
以
内
で
、
一

貫
し
て
就
業
し
て
い
る
女
性
（
自
営
業
、
家
族
従
業

も
含
む
）
は
、
全
体
の
三
二
・
七
％
で
あ
る
。
ま
た
、

平
均
出
生
児
数
は
〇
・
四
〇
人
で
あ
り
、
専
業
主
婦

の
〇
・
九
〇
人
と
比
較
す
る
と
半
分
以
下
で
あ
る
。

　
雇
用
者
層
の
多
い
都
市
部
で
み
る
と
、
平
均
出
生

児
数
は
全
国
に
比
べ
て
全
般
的
に
少
な
く
、
特
に
、

一
貫
就
業
型
の
女
性
の
平
均
出
生
児
数
は
〇
・
三
二

人
と
、
全
国
の
〇
・
四
〇
人
を
さ
ら
に
下
回
っ
て
い

る
。

　
結
婚
期
間
が
十
年
か
ら
十
四
年
の
、
都
市
部
の
一

貫
就
業
型
の
女
性
の
う
ち
、
二
七
・
四
％
は
子
供
が

い
な
い
（
全
国
で
は
一
四
・
一
％
）
。
都
市
部
の
専

業
主
婦
で
は
、
子
供
が
い
な
い
の
は
四
・
二
％
に
す

ぎ
な
い
（
表
－
３
、
４
）
。
こ
の
こ
と
は
、
仕
事
へ

の
傾
倒
度
が
高
い
都
市
部
の
世
帯
ほ
ど
、
少
子
化
か

進
ん
で
い
く
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
た
だ
し
、
子
供
が
い
な
い
た
め
に
、
就
業
の
継
続
が

可
能
に
な
る
と
い
う
面
も
あ
る
。
）

　
子
供
を
産
も
う
と
し
な
い
理
由
を
み
る
と
、
「
一

般
的
に
子
供
を
育
て
る
の
に
お
金
が
か
か
る
か
ら
」

が
三
〇
・
一
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
子
供
の
教

育
に
お
金
が
か
か
る
か
ら
」
が
二
八
・
三
％
、
「
育

児
の
心
理
的
・
肉
体
的
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
」
が

二
〇
・
六
％
、
「
家
が
狭
い
か
ら
」
が
一
二
・
四
％
、

「
自
分
の
仕
事
に
差
し
支
え
る
か
ら
」
が
九
・
二
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
属
性
と
の
関
連
で
み
る
と
、
「
自
分
の
仕
事
に
差

し
支
え
る
か
ら
」
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る

と
き
に
比
較
的
多
い
（
表
－
５
）
。

　
　
「
第
十
回
出
生
動
向
基
本
調
査
」
結
果
か
ら
、
少

表一３　結婚0～19年の妻のライフコースの分布

特
集
・
多
様
化
す
る
家
族
と
支
援
施
策
の
方
向
②
家
族
形
態
と
機
能
の
変
化

子
化
は
、
高
学
歴
で
、
就
業
継
続
意
向
の
高
い
、
都

市
部
に
住
む
女
性
に
多
く
起
き
て
い
る
現
象
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　
な
お
、
育
児
や
子
供
の
教
育
に
か
か
る
費
用
を
考

慮
す
れ
ば
、
年
収
が
低
い
ほ
ど
負
担
は
大
き
く
な
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
所
得
に
よ
る
平
均
予
定
子
供
数

の
変
動
は
少
な
い
。
む
し
ろ
、
三
十
～
二
十
四
歳
の

既
婚
女
性
の
場
合
は
、
高
所
得
層
で
平
均
予
定
子
供
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数
が
最
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

④
－
子
育
て
コ
ス
ト
と
少
子
化

　
近
年
、
出
産
や
保
育
の
費
用
、
子
供
の
教
育
費
を

始
め
と
す
る
子
育
て
コ
ス
ト
は
上
昇
し
て
い
る
。
生

涯
に
わ
た
っ
て
想
定
さ
れ
る
子
育
て
コ
ス
ト
が
、
理

想
と
す
る
子
供
の
数
と
、
実
際
に
産
む
子
供
の
数
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
生
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
親
た
ち
は
学
歴
社
会
、
企
業
社
会
に
あ
っ
て
、
子

供
に
高
い
学
歴
を
と
願
う
あ
ま
り
、
子
供
の
数
を
少

な
く
し
、
十
分
な
投
資
が
で
き
る
余
力
を
持
と
う
と

す
る
。

　
子
育
て
に
か
か
る
コ
ス
ト
負
担
を
軽
減
し
、
理
想

と
す
る
数
だ
け
子
供
を
持
て
る
よ
う
な
社
会
の
し
く

み
を
整
備
し
な
い
限
り
、
出
生
率
は
さ
ら
に
低
下
す

る
こ
と
に
な
る
。

⑤
－
一
人
っ
子
が
少
な
い
要
因

　
一
人
っ
子
が
少
な
い
要
因
と
し
て
は
、
子
供
が
一

人
で
は
か
わ
い
そ
う
だ
と
す
る
一
人
っ
子
忌
避
の
意

識
が
あ
る
。

　
一
人
っ
子
の
場
合
、
他
の
兄
弟
姉
妹
か
ら
人
間
関

係
を
学
ぶ
機
会
が
な
い
こ
と
や
、
親
が
一
人
に
か
か

り
き
り
で
過
保
護
に
な
り
や
す
い
な
ど
、
「
一
人
っ

子
は
好
ま
し
く
な
い
」
と
い
う
意
識
が
ひ
と
つ
の
社

会
通
念
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
一
人
っ
子
忌
避
の
傾
向
が
弱
ま
れ
ば
、
既
婚

女
性
の
出
生
児
数
は
一
人
に
近
づ
い
て
い
く
と
も
考

え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
男
の
子
（
あ
る
い
は
女
の
子
）
が
で
き

る
ま
で
子
供
を
産
み
続
け
よ
う
と
す
る
ヶ
ー
ス
も
多

く
、
結
果
的
に
産
む
子
供
の
数
の
平
均
を
引
き
上
げ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
性
別
へ
の
こ
だ
わ
り

表－5　社会経済的属性別理想の子供数をもとうとしない理由
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が
弱
ま
れ
ば
、
よ
り
少
子
化
が
進
展
す
る
可
能
性
は

あ
る
。

⑥
－
市
民
意
識
調
査
か
ら

　
　
「
横
浜
市
民
意
識
調
査
」
で
は
、
「
最
近
、
出
生

率
（
一
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に
産
む
子
供
の
数
）

の
低
下
が
社
会
的
な
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
あ

な
た
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
十
の
選
択
肢

か
ら
三
つ
ま
で
選
ん
で
も
ら
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
出
産
・
子
育
て
の
た
め
の
経

済
的
負
担
が
大
き
い
か
ら
」
が
六
三
・
七
％
と
最
も

多
く
、
次
い
で
「
住
ま
い
が
狭
い
、
住
居
費
が
高
い

な
ど
住
宅
事
情
が
悪
い
か
ら
」
が
五
九
・
三
％
、

「
子
育
て
よ
り
も
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
楽
し
み
た

い
と
考
え
る
人
が
多
く
な
っ
た
か
ら
」
が
四
八
・
〇

％
、
「
出
産
・
子
育
て
の
た
め
の
精
神
的
・
肉
体
的

負
担
が
大
き
い
か
ら
」
が
二
八
・
一
％
な
ど
と
な
っ

て
い
る
（
図
－
９
）
。

　
少
子
化
の
最
も
大
き
な
原
因
と
し
て
は
、
住
宅
事

情
も
含
め
て
、
出
産
・
子
育
て
の
た
め
の
経
済
的
負

担
が
大
き
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
属
性
別
に
詳
し
く
み
て
み
る
と
「
出
産
・
子
育
て

の
た
め
の
精
神
的
・
肉
体
的
負
担
が
大
き
い
か
ら
」

は
、
共
働
き
の
女
性
で
三
三
・
八
％
と
全
体
の
二
八
・

一
％
に
比
べ
て
多
く
、
「
保
育
施
設
や
育
児
休
暇
な

ど
雇
用
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
」
も
、
共

働
き
の
女
性
で
二
四
・
八
％
と
全
体
の
一
七
・
二
％

を
上
回
っ
て
い
る
。

　
共
働
き
の
女
性
で
は
、
子
育
て
と
就
業
を
両
立
さ

せ
る
困
難
さ
が
少
子
化
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　
ま
た
、
就
業
に
対
す
る
考
え
方
で
み
て
み
る
と
、

「
出
産
・
子
育
て
の
た
め
の
経
済
的
負
担
が
大
き
い

か
ら
」
は
「
子
供
が
で
き
た
ら
、
仕
事
を
や
め
て
家

庭
を
守
る
こ
と
に
専
念
し
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
考
え

る
人
で
六
九
・
五
％
と
全
体
に
比
べ
て
多
い
。
「
保

育
施
設
や
育
児
休
暇
な
ど
雇
用
環
境
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
」
や
「
子
供
の
将
来
が
不
安
だ
か
ら
」

図一９　出生率低下の原因と考えられるもの

は
「
子
供
が
生
ま
れ
て
も
、
職
業
を
も
ち
続
け
た
ほ

う
が
よ
い
」
と
考
え
る
人
で
全
体
よ
り
多
く
な
っ
て

い
る
。

　
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
で
の
最
も
切
実
な

課
題
が
答
と
し
て
選
択
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

特
集
・
多
様
化
す
る
家
族
と
支
援
施
策
の
方
向
②
家
族
形
態
と
機
能
の
変
化
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